
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２９ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 言語文化 単位数 2 単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 精選 言語文化 （第一学習社） 

副教材等 

プレミアムカラー国語便覧（数研出版） 

高校生の古典文法七訂版（京都書房） 

高校生の古典文法七訂版 演習編（京都書房） 

新訂版正しく読み・解くための力をつける古典ステップ２（数研出版） 

大学入試新古文単語３３６（文英堂）         他、適宜資料を配布する 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

本授業では、現代の様相を綴った小説や詩から始まりいにしえより伝え読まれてきた古典作品、短歌

など様々な作品を取り扱います。授業は作品から時代や心境などを読み解くための「読む能力」を身につ

けてもらいます。また、作品から感じたあなたの思いを表現するための「書く能力」も学習します。 

 授業で行う課題以外にも家庭で取組む課題、協働で作り上げる課題など様々な課題に取り組んでもら

います。それらの課題とともに、定期考査や日々の学習記録などを総合的に判断して評価します。 

 文学作品を通して、中学までの知識を更に高め感受性を養う学びにしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動と通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

１、生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、文学作品を通じ日本の言

語文化に対する理解を深めるようにする。 

２、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

３、言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ、自身を成長させ、狭山高

校生として日本の言語や文化の担い手としての自覚を持つと同時に言葉を通した社会や人々との関わり

を慈しむ態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付けているとと

もに、我が国の言語文化に対する理

解を深めているか。特に、古典の世

界に親しむために必要とする文語の

決まりや特有の表現について理解を

しているか。 

「書くこと」、「読むこと」の各領域におい

て、論理的に考える力や深く共感したり豊か

に想像したりする力を伸ばし、他者との関わ

りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考

えを広げたり深めたりしているか。特に、古

典の世界に親しむために、作品の文章の歴史

的・文化的背景などを理解しているか。 

言葉を通して積極的に他者や社会に関

わったり、ものの見方、感じ方、考え

方を深めたりしながら、言葉がもつ価

値への認識を深めようとしているとと

もに、読書に親しむことで自己を向上

させ、我が国の言語文化の担い手とし

ての自覚をもとうとしているか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

近現代文学を読む 

ａ： 
・常用漢字を文や文章の中で活用する。 
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・読書の意義と効用を理解する。 
ｂ[読]： 
・下人の行動や心理をもとに場面の展開

を捉え、老婆の語る論理が下人の決断
に与えた影響を読み取る。 

・小説という文章の種類を踏まえて、内

容や構成、展開などを的確に捉える。 
・作品に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈する。 

・作品の成立した背景を踏まえて、内容
の解釈を深める。 

ｃ： 

・登場人物の行動や心理を粘り強く読み
解き、内容や展開を捉えようとしてい
る。 

・老婆の語る論理を、叙述を基に読み解
き、学習課題に沿って、下人がどのよ
うに判断したか、説明しようとしてい

る。 
・典拠となった『今昔物語集』の説話
と粘り強く読み比べ、作者の工夫を

まとめようとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

羅生門 

芥川龍之介 

古文入門 

ａ： 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 
・主として歴史的仮名遣いや古今異義語
について、文語のきまりを理解する。 

ｂ[読]： 
・古典の文章に慣れるとともに、現代に
通じる話のおもしろさや人間描写の

巧みさを知る。 
・説話という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。 

・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。 

ｃ： 

・積極的に説話を読み味わい、互いに
話のおもしろさを伝え合おうとしてい
る。 

・時間の経過による言葉の意味の変化
を理解し、学習の見通しをもって調
べたり説明したりしようとしてい

る。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

児のそら寝（宇治拾遺物語） 

古文を読むために１・２ 

古文の随筆を読む 

ａ： 
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・「歴史の窓」と読み合わせて、作品の歴
史的・文化的背景を理解する。  

・主として助動詞について、文語のきま

りを理解する。        
・「はしたなきもの」では時間の経過によ
る言葉の変化について理解する。 

ｂ[読]： 
・自由に記述された随筆を読んで、当時
の人々の生活感覚や興味の対象を知

り、ものの見方・考え方を理解する。              
・自由な文体の随筆という文章の種類を
踏まえて、内容や展開を的確に捉え

る。        
・作品に表れているものの見方や考え
方を捉え、内容を解釈する。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

春はあけぼの（枕草子） 

古文を読むために３ 
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ｃ： 
・学習の見通しをもって随筆のさまざま
な文体や取り上げられた対象に触れ、

進んで解釈を深めようとしている。 
・作品に表れたものの見方・考え方や
美意識を積極的に理解し、学習課題

に沿って自分の考えを伝え合おうと
している。 

近現代詩歌を読む 

ａ： 

・現代詩の成り立ち、鑑賞のしかたを学
び、作品にこめられた作者の意図を読
み取る。 

ｂ[読]： 
・文語で書かれた詩のリズムや表記の特
徴を理解し、作品にこめられた作者の

心情を捉える。 
・情景にこめられた孤独感など、作品に
表れているものの見方や考え方を捉

え、内容を解釈する。 
・詩独特の表現方法や構成などを理解
し、作品に託されたメッセージを読み

取る。 
・象徴的な表現を読み解き、作品に表れ
ているものの見方や考え方を捉え、内

容を解釈する。 
ｃ： 
・繰り返し音読し、積極的に詩のリズム

を理解しようとしている。 
・描かれた情景を読み取り、進んで作
者の心情について話し合おうとして

いる。 
・繰り返し音読し、積極的に詩のリズム
を理解しようとしている。 

・象徴的な表現を読み取り、進んで作
品世界を理解しようとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

甃のうへ 

三好達治 

一つのメルヘン 

中原中也 

２
学
期 

古文の物語を読む 

ａ： 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 
・古語辞典の引き方に慣れ、主として活
用について、文語のきまりを理解す

る。 
ｂ[書]： 
・古典特有の世界観に慣れるとともに、

千年以上前に作られた物語が現代ま
で継承されていることを知る。 

・伝奇的作り物語という文章の種類を踏

まえて、内容や展開を的確に捉える。 
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。 

ｃ：・初期仮名物語に積極的に親しみ、
学習課題に沿って伝奇性や心情描写
の特色を捉えようとしている。 

・用言の活用について理解し、学習の
見通しをもって活用形を調べようと
している。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

定期考査 

学習プリント 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

なよ竹のかぐや姫（竹取物語） 

古文を読むために１２３（復

習） 

古文の物語を読む 

ａ： 
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・「歴史の窓」を踏まえて、作品の歴史的・
文化的背景を理解する。 

ｂ[読]： 

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解き方を理
解する。 

・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉え
る。 

・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。 

・作品内容について課題に応じて調査す

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

東下り（伊勢物語） 
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る。 

・「東下り」と他の章段をそれぞれ読み
比べ、解釈を深める。 

ｃ： 
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に
沿って和歌の果たす意味を捉えよう

としている。 
・学習課題に沿って異なるテクストと読
み比べ、わかったことを積極的に伝え

合おうとしている。 

漢文入門 

ａ： 
・我が国の文化と外国の文化との関係に

ついて理解する。 
ｂ[読]： 
・我が国の言語文化についての理解を深

めるために、古典としての漢文を読む
ことの意義を知る。 

ｃ： 

・これからの学習に見通しをもって、
我が国の言語文化に大きな影響を与
えた漢文に興味・関心を深めてい

る。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

漢文の学習・訓読に親しむ 

中国の故事を学ぶ 

ａ： 

・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使
われている言葉が漢文に由来するこ
とを知る。 

・作品の歴史的・文化的背景を理解する。 
・訓読のきまりを理解する。 
・故事成語の由来となった話を読み、古

典の言葉と現代の言葉とのつながり
について理解する。 

ｂ[読]： 

・文章の種類を踏まえて、たとえ話を読
み解き、内容や展開を的確に捉える。 

・作品に表れているものの見方や考え方

を捉え、内容を解釈する。 
ｃ： 
・故事成語の由来となった話を積極的

に読み、わかった内容を工夫してま
とめようとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

狐借虎威（戦国策） 

日記文学を読む 

ａ： 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。 

・主として用言について文語のきまり

を理解する。 
ｂ[読]： 
・我が国最初の日記文学を読んで、記

録としての日記とは異なる表現方法と
随筆意図を読み解く。 
・女性に仮託して書かれた日記という

文章の種類を踏まえて、内容や展開を
的確に捉える。 

・作品に表れている批評や諧謔の精神

と、亡児追憶の心情を捉え、内容を解
釈する。 

・「門出」の場所について調査する。 

ｃ： 
・学習の見通しをもって虚構性の高い
日記を読み、執筆意図などについて積

極的に批評したり討論したりしよう
としている。 

・学習課題に沿って異なるテクストを

読み合わせて、わかったことを積極
的に伝え合おうとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

門出・帰京（伊勢物語） 

古文を読むために４ 

近現代の小説を読む 

ａ： 
・常用漢字を文や文章の中で活用する。 
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

定期考査 

学習プリント 

指名音読 

定期考査 

振返りシート 

パフォーマン
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［教材］ 

鏡 

村上春樹 

・読書の意義と効用を理解する。 
ｂ[読]： 
・恐怖体験の一つとして語られる、幽霊

でも超常現象でもない、人の内面に潜
む恐怖とは何かを読み解く。 

・小説という文章の種類を踏まえて、内

容や構成、展開などを的確に捉える。 
・作品に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈する。 

ｃ： 
・人の内面に潜む恐怖の正体を進んで考
察し、解釈したことを説明しようとし

ている。 
・恐怖体験を語る小説における、暗示
や比喩の効果について、積極的に評

価しようとしている。 

課題問題集 パフォーマン

ス課題 

発問評価 

ス課題 

授業態度 

３
学
期 

詩歌に親しむ 

ａ： 
・我が国の言語文化に特徴的な、短歌の

表現の技法とその効果について理解
する。 

ｂ[書]： 

・我が国の伝統文化の一つである短歌の
鑑賞のしかたを理解し、近代を代表す
る歌人の作品を味わう。 

・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。 

・自身で短歌を作成し、表現力を高める。 

ｃ： 
・短歌の形式や表現を進んで理解し、学
習の見通しをもって短歌文芸に親し

もうとしている。 
・作品に表れている情景や心情を鑑賞
し、自分のものの見方、感じ方を豊

かにしようとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

定期考査 

学習プリント 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

その子二十 

詩歌に親しむ 

ａ： 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 
・我が国の言語文化に特徴的な和歌の表
現の技法とその効果について理解す

る。 
・我が国の言語文化の特質や、外国の文
化との関係について理解する。 

・主として掛詞・縁語・見立てなどの和
歌の修辞について、文語のきまりを理
解する。 

ｂ[読]： 
・我が国の伝統文化の一つである和歌の
鑑賞のしかたを理解し、発展期の和歌

の特色を捉える。 
・和歌という文章の種類を踏まえて、理
知的に表現された情景や心情など、内

容や展開を的確に捉える。 
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。 

ｃ： 
・和歌の修辞技法を進んで理解し、学習
の見通しをもって和歌文芸の特徴を

捉えようとしている。 
・対象の捉え方の時代による変化を理
解し、これまでの学習を生かして和

歌を鑑賞しようとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

古今和歌集 

詩歌に親しむ 

ａ： 
・作品の歴史的・文化的背景を理解する。 

・漢詩のきまりを理解する。 
ｂ[読]： 
・表現や技法（押韻や対句）に留意して

漢詩を鑑賞し、古代中国の人々が自然
や人事に向けた思いを読み取る。 

・作品に表れているものの見方や考え方

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

唐詩の世界 春暁・春望 
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※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （  −  ）時間 

  ・書くこと      …  （ １０）時間 

  ・読むこと      …  （ ６０）時間 

を捉え、内容を解釈する。 
ｃ： 
・漢詩のきまりを進んで理解し、学習の

見通しをもって漢詩を鑑賞しようと
している。 

・粘り強く漢詩を読み比べ、よまれた

情景や心情を説明しようとしてい
る。 

発問評価 

詩歌に親しむ 

ａ： 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 
・我が国の言語文化に特徴的な俳諧の表
現の技法とその効果について理解す

る。 
・「古典のしるべ」と読み合わせて、我が
国の言語文化の特質や、外国の文化と

の関係について理解する。 
・文語のきまりを理解する。 
ｂ[読]： 

・俳諧紀行文における散文と句の関係を
理解し、作品に表れた作者の思想や心
情を捉える。 

・句に感動の中心がある俳諧紀行文とい
う文章の種類を踏まえて、内容や展開
を的確に捉える。 

・作品に表れている作者の人生観や旅の
意味と言った、ものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。 

ｃ： 
・和漢の古典を取り入れて成立した作品
を粘り強く読み、これまでの学習を踏

まえて解釈を深めようとしている。 
・俳諧紀行文の特徴を積極的に理解
し、学習課題に沿って作者の感じ方

や考え方を捉えようとしている。 

定期考査 

学習プリント 

課題問題集 

指名音読 

定期考査 

パフォーマン

ス課題 

発問評価 

振返りシート 

パフォーマン

ス課題 

授業態度 

［教材］ 

門出（奥の細道） 

松尾芭蕉 


